
　

私
は
一
九
七
六
年
か
ら
八
七
年
三
月
ま
で
一
一
年

間
、
ま
だ
市
ヶ
谷
時
代
の
ア
ジ
研
調
査
研
究
部
（
タ
イ

担
当
）
に
籍
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
（
以
下
、
ア
ジ
研
）
を
離
れ
、
大
阪
市
立

大
学
、
東
京
大
学
と
職
場
を
変
え
て
き
ま
し
た
が
、
ア

ジ
研
の
研
究
会
や
開
発
ス
ク
ー
ル
に
関
与
し
て
き
た
関

係
で
、
図
書
館
に
は
昔
同
様
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
ア
ジ
研
図
書
館
に
通
い
続
け
て
い
る
最
大
の
理

由
は
、
世
界
で
も
稀
な
ほ
ど
充
実
し
て
い
る
統
計
資
料

を
閲
覧
す
る
た
め
で
す
。
私
個
人
の
タ
イ
研
究
に
必
要

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
九
九
七
年
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
前
に
ア
ジ
研
内
で
立
ち
上
げ
た
「
タ
イ
総
合
研

究
会
」、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
推

進
し
て
き
た
「
ア
ジ
ア
長
期
経
済
統
計
研
究
会
」、
私

自
身
が
研
究
代
表
者
に
な
っ
て
い
る
科
研
費
を
利
用
し

た
「
東
ア
ジ
ア
の
社
会
保
障
制
度
比
較
研
究
会
」
な

ど
、
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
う
え
で
、
ア

ジ
研
図
書
館
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
統
計
刊
行
物
が
必
要

不
可
欠
の
リ
ソ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
政

府
は
、
従
来
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
で
刊
行
し
て
き
た
統
計
刊

行
物
の
内
容
の
一
部
を
、
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
主
要
経
済
統
計
の
多
く
は
、
各

国
の
統
計
局
や
中
央
銀
行
な
ど
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

が
所
属
す
る
東
京
大
学
で
も
、
東
ア
ジ
ア
の
統
計
刊
行

物
を
あ
る
程
度
収
集
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
私
が
ア
ジ
研
図
書
館
に
通
い
続
け
る
の
に
は
、

ネ
ッ
ト
で
は
得
ら
れ
な
い
と
て
も
重
要
な
利
点
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
タ
イ
の
労
働
市
場
の
現
状
を
知
り
た
い
と

思
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
ネ
ッ
ト
上
に
は
年
四
回
（
昔

は
年
三
回
）
の
「
労
働
力
調
査
」
の
過
去
一
〇
年
分
の

要
約
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
の
国
内
経

済
格
差
の
状
況
や
貯
蓄
・
負
債
の
状
況
を
知
り
た
い
と

思
え
ば
、「
家
計
社
会
経
済
調
査
」（
概
ね
二
年
に
一
回
）

の
内
容
を
、
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
は
、
統
計
サ
ン

プ
ル
に
関
す
る
説
明
や
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事

項
、
統
計
局
の
分
析
結
果
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
カ
バ
ー
し
て
い
る
時
期
も
直
近
か
、
概
ね
過
去
一

〇
年
間
以
内
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
者
自
身
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も

現
物
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

加
え
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
統
計
類
は

汎
用
性
の
高
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
例
え
ば
、
タ
イ
の

労
働
市
場
と
労
使
関
係
を
知
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
の

『
タ
イ
労
働
保
護
・
福
祉
統
計
年
鑑
』
は
、
タ
イ
語
で

作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
逆
に
、
最
近
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、『
統
計

年
鑑
』
の
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
を
経
費
節
約
の
た
め
に
簡
略

な
も
の
に
変
更
し
、
デ
ー
タ
の
フ
ル
提
供
は
ネ
ッ
ト
上

の
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

利
用
で
き
る
の
は
最
新
版
だ
け
で
あ
り
、
過
去
に
遡
っ

て
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
結
局
は
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー

に
頼
る
し
か
な
い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
東
京
大
学
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る

タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
統
計
年
鑑
の
場
合
、
欠
番
が

結
構
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
絶
望
的
で
す
。
私
が
研
究
代
表

者
を
務
め
て
い
る
科
研
費
「
東
ア
ジ
ア
の
雇
用
保
障
と

新
し
い
リ
ス
ク
へ
の
対
応
」
で
は
、
現
在
、
東
ア
ジ
ア

一
〇
カ
国
・
地
域
の
人
口
動
態
、
労
働
市
場
・
雇
用
関

係
、
経
済
格
差
、
社
会
保
障
関
係
な
ど
の
デ
ー
タ
集

（
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
以
上
）
を
、
東
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
源

は
、
メ
ン
バ
ー
が
現
地
で
収
集
し
た
資
料
を
別
と
す
れ

ば
、
私
自
身
が
ア
ジ
研
図
書
館
に
せ
っ
せ
と
通
っ
て
コ

ピ
ー
す
る
か
、
そ
の
場
で
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
た
も
の

で
し
た
。
恐
ら
く
、
過
去
六
〇
年
間
に
わ
た
る
東
ア
ジ

ア
統
計
類
を
ま
と
ま
っ
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
図
書
館

は
、
日
本
ど
こ
ろ
か
、
現
地
の
大
学
や
研
究
機
関
に

行
っ
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
の
経
済
統
計
類
の
公
開
が
進
み
（
同
時

に
時
期
が
来
れ
ば
消
去
さ
れ
）、
他
方
で
ハ
ー
ド
コ

ピ
ー
の
定
期
刊
行
物
の
出
版
が
尻
す
ぼ
み
に
な
っ
て
い

く
な
か
で
、
過
去
の
蓄
積
を
含
め
て
後
世
に
継
続
的
な

資
料
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
研
究
機
関
は
、
日
本
で
は

ア
ジ
研
図
書
館
し
か
な
い
と
確
信
し
ま
す
。
膨
大
な
費

用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
配
り
が
必
要
な
こ
の
骨
の
折
れ

る
作
業
を
、
ぜ
ひ
と
も
ア
ジ
研
図
書
館
の
職
員
に
は
、

誇
り
を
も
っ
て
続
け
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
す
え
ひ
ろ　

あ
き
ら
／
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教

授
。
元
ア
ジ
ア
政
経
学
会
理
事
長
）。

第
九
回
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な
ぜ
、
ア
ジ
研
図
書
館
に
通
う
の
か
？

末
廣
　
昭




